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１．研究計画の概要 

本研究計画の概要であるが、マルチアーカ

イバルな資料調査をもとに、戦前の日米関係

を再構成し、太平洋戦争へと至るプロセスを

より整合性をもって説明することが主目的

である。インテリジェンスだけをもって全て

を説明しようとするのは誤りでしかないが、

他方、インテリジェンスを全く考慮しない開

戦決定過程というのもまた不完全な歴史像

の構築へとつながる。双方のバランスに留意

しながら本研究では SIGINT が日米関係、さ

らには両国の政策決定過程のもたらした影

響を考察し、新たな歴史解釈を提示する。く

わえて、未だ謎の多い日米両国の情報機関の

実態をそれぞれ解明・検証することも本研究

の副次的な目的である。 

 
２．研究の進捗状況 

国内外における資料調査・収集はほぼ終わ

った。根幹を成す SIGINT 関係の文書は、メ

リーランド州の国立公文書館(National 

Archives II)とヴァージニア州の国家安全保

障 局 資 料 館 (National Security Agency 

Library)の二カ所において網羅することが

でき、他方、国立公文書館にて、国務省(RG59)、

および国家安全保障局(RG457)の資料を中心

に調査を行った。他方、国家安全保障局資料

館では、部分的に秘密指定が解除されている

Target Intelligence Committee (TICOM)の

資料、さらに直接解読作業に携わった主要関

係者のオーラル・ヒストリー (William 

Friedman, Frank Rowlett, Laurance Safford

等)のコレクションの閲覧・調査も終了した。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 

資料収集を終えた現時点において、資料の

読み込み作業が重要となるが、こちらも夏ま

でには完了し、早速執筆の段階に入れるので

はと考えている。他方、それ以前に内外の大

学・研究所等で研究内容に関する学術的な報

告を行っているが、その集大成とも言うべき

学会報告をこの 6月にアメリカにて予定して

いる。ここでのフィードバックを踏まえ、本

格的に単著の上梓に取りかかるが、こうした

ペースから判断すると、現在までの達成度は

おおかた順調であると結論づけられよう。 

 



 

４．今後の研究の推進方策 

本年度で研究実績の中心となったのは、研

究報告の実施と資料の読み込み作業であっ

た。これにより、執筆の焦点がより鮮明とな

り、研究の全体的な方向性も確実に掴むこと

が可能となった。今後の研究の推進方策であ

るが、まず挙げられるのは、念願である単著

の上梓である。今夏より本格的に執筆に取り

かかる予定なので、集中できる時間を確保さ

えすれば、遅くても 2012 年度中に刊行がで

きるのでは考える。その他には、海外での学

会報告を積極的に行い、可能であれば英字で

の出版もできればと考えている。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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